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   A statistic survey was carried out on the histology of the 465 malignant tumors at our 
urological department during the last 10 years. The most frequent tumors were bladder 
tumor (50%), prostatic tumor (17%) and renal tumor (15%). Histological typing and gra-
ding were tabulated for each tumors. 
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緒 言

兵庫医科大学泌尿器科学教室入院部門開設(1973年

7月)以 来10年 間に経験した悪性腫瘍の組織学的統計

を報告する。

対 象および方法

当教室における年度別の手術件数は除々に増加し,

1982年 度は570件 に達した.1983年6月 末までの10

年間の総手術件数は4,062件 で,そ のうち組織学的に

検索がおこなわれた悪性腫瘍は465例,Il.4%で あ っ

た.な お,当 教室は小児泌尿器科を特色のひとつとし

ているため,小 児患者の手術件数が全体の49%を 占め

ているが,悪 性腫瘍はその うちわずか1%の みであっ

た.

組織標本の病理診断にあたっては,各 腫瘍につきそ

れぞれ担当者が病理学教室と充分に検討をかさね診断

をつけた,組 織型の分類は,膀 胱癌取扱い規約(1980),

そ の他はWHO分 類 をとった.

成 績

1)悪 性腫瘍手術例数(Tablc1)

部位別にみると膀胱腫瘍が234例(50%)と もっと

も多く,前 立腺腫瘍81例(17%),腎 腫瘍68例(15%),

睾丸腫瘍28例(6%)と 続 いていた.

つ ぎに各腫瘍につぎ述べる.

2)腎 腫瘍

腎腫瘍68例 の年齢,性 別をTable2-aに 示 した.

小児腎腫瘍5例 のうち,Wilms腫 瘍が4例,腎 奇形

腫が1例 であった.成 人では腎原発 と考えられる悪性

リンパ腫1例,未 分化癌1例 の他はすべて腎細胞癌で

あった.

年齢別では60歳 代が19名,28%と もっとも多 く,小

児例は5名,7%で あ った.

男女比は3.3:1で 男子に多くみ られた,

腎細胞癌61例 のcelltypeに よる分類をTable2-b
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No.ofoperations

Bladder

Prostate

Kidney

Testis

Ureter

Rθnalpelvis

Penis

Retroperitoneum

Urethra

Others

234(50%)

81(17%)

68(15%)

28(6%)

14

12

12

7

1

8

total 465

age

No.of

patientmale female

<10y

<20y

<30y

<40y

<50y

<60y

<70y

<80y

5

4

9

16

19

15

3

3

9

11

14

12

2

1

5

5

3

total 68 52 16

Table1.Histologicalstatisticsofmalignant

tumors Table2-a.Renaitumor

age
No.of

patientclearmixed

Celltyρe

granularsarcomatOUS

<40y
<50y
<60y
<70y
<80y

4

9

14

19

15

2

3

5

3

7

2

3

3

8

4

2

6

7

4

1

1

TotaI 61 2020 19 2

Table2-b.Renaladenocarcinoma

age

No.of

patientmale female

一grade-

GlG2G3

<50y

<60y

<70y

<80y

1

7

10

8

1

5

9

6

2

1

2

1

34

163

143

Total 26 21 5 5147

Table3.Renalpelvictumorandureteraltumor

に 示 した.腎 細 胞癌 は ひ とつ の 腫 瘍 中に 複 数 の組 織 型,

と くにclearcellとgranularcellが 混 在 して み

られ る こ とが 多 い.今 回 のcelltypeの 判 定 に あ た

って は便 宜 的 に 組 織 標 本 中(組 織 ス ライ ドが 複 数 の 場

合 に は それ らす ぺ て を 合 わ せ)で70%以 上 の領 域 を 占

め る優 位 なcelltypeを と り,そ の 間 のcelltype混

在 が み られ る場 合 をmixedtypeと した.そ の 結果,

clearcelldomi血ant,mixedtype,granularcell

dom三nantは それぞれ全体の1/3ず つを占めていた.

もっとも悪性度が高い と考 え られ るsarcomatous

typeは2名 のみであった.

3)腎 孟腫瘍,尿 管腫瘍(Table3)

腎孟腫瘍は12例,尿 管腫瘍は14例 で,年 齢のピーク

は60歳 代であった,男 女比は約4;1と 男子が多 くみ

られた.

組織型は全例移行上皮癌で,組 織学的悪性度はgra・
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de2が54%と も っ と も多か った.

の 膀 胱 腫 瘍

膀胱 腫 癌 は165名 よ り234回 の組 織 採 取 が お こな わ

れ た.年 齢 と性 別 はTable4・aに 示 す ご と くで,男

女 比 は2.6:1と 男子 に 多 く,年 齢 は70歳 代 で ピ ー ク

age
No.of

patient
male female

〈10y

〈20y

く30y

<40y

<50y

く60y

く70y

く80y

く90y

1

0

6

4

13

31

38

62

10

0

o

6

4

11

23

28

42

8

1

0

0

0

2

8

10

20

2

total 165 122 43

Table4-a.Bladdertumor
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を示 して いた.

組 織 型 はTable4-bに 示 した.複 数 の組 織 型 が 混

在す る場 合 は 優 位 の組 織型 を とっ た.151名,92%が

移 行上 皮 癌 で,そ の 他 は 扁平 上皮 癌4%,腺 癌3%,

横 紋筋 肉腫,膀 胱 原 発 悪性 リンパ腫,未 分 化 癌 が 各1

例 で あ った.組 織学 的 悪性 度 はTable4-cに 示 した.

数 種 のgradeが 混 在 してみ られ た 場 合 に は 優 位 の 悪

性 度 を と り,そ の割 合 が ほ ぼ 等 しい と きは 同 等 と した.

そ の結果,gradellh:46%と も っ と も多 くみ られ た.

5)前 立腺 腫 瘍(Table5)

前 立腺 腫瘍 は8正例 で,年 齢 の ピー クは70歳 代 で あ っ

た.組 織 型 は腺 癌 が93%を 占 め,そ の 他 は移 行上 皮 癌

1例,腺 癌 と移 行上 皮 癌 の ・nixedtype3例,平 滑

筋 肉 腫1例,未 分 化 癌1例 で あ った.

前立 腺 々癌75例 の組 織typingで は,高 分 化 腺 癌 の

s、nallacinar,Iargeacinartypeが43%を 占め て

い た.分 化 の低 いsolid/trabeculartypeは26例,

35%で,こ の群 の年 齢 分 布 は60歳 代 に ピー クが み られ

た,そ の 他 の腺 癌 と し て粘 液 産 生腺 癌1例,乳 頭 状 腺

癌1例 が み られ た.

一Histologicaltype-一 一

No.of

patient

tranSitiOnalCeHCa.

SquamouScellCa.

adenocarcinoma

undifferentiatedca。

rhabdomyosarcoma

malignantIymphoma

151

6

5

1

1

1

一Histologicalgrading-

dttlmalefemale

工

1=五

皿

π=皿

皿

67

3

108

2

54

51

2

77

2

37

16

1

31

0

17

Total 165 total 234 169 65

Table4-b.B王addertumor Table4-c.Bladdertumor

No.of皐ge

patient<50y,<60y,<70y,<80y,<90y,>90y,

Adenocarcinoma

smallacinar

largeacinar

cribriform

solid/trabecular

others

TCC

Adenoca.十TCC

Squamouscarc・

Undifferentiated

Nonepithelial

75

1

3

0

1

1

27

5

15

26

2

1

1

1

2

3

1

1

5

1

4

10

11

4

10

9

1

1

2

8

1

3

1

Total 81 3 7 20 38 12 1

Table5.Prostatictumor
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No.ofage
patient<10y,<20y,<30y,<40y,<50y,<60yl

Onehistology

Seminoma

Embryonalca.

Yolksactumor

Teratoma,mature
コ
immature

Morethanonehistology

Embryo。 十terato,

Embryo.十Semin.

Non-germinal

13

4

3

1

1

2

3

1

3

1

1 3

2

2

5 6

1

1

2

1

TotaI 28 4 1 7 5 8 3

Table6.Testiculartumor

No.ofpatient

No.ofpatient

Urethra

age adenOOarcinOma

<50y

<60y

く70y

く80y

3

2

3

4

RetroperitoBeum

sarcoma

metaStatiCtumor

Othθrs

1

9

8

total 12

1

4

5

total 18

Table7.Tumorofthepenis Table8.Othertumors

TCC.Adeno.SCC。Sarcoma.Embryo.Undiff.others.

Kidney

Renalpelvis

Ureter

Bladder

Prostate

Urethra

Penis

Retroperitoneum

Testis
ノ

Other5

12

14

151

4

1

2

61

5

75

1

1

2

2

6

11

1

1

4

5

28

1

1

1

1

1

1

2

1

184147 17 6 34 3 5 /396

Table9・Histologicaltypeofurologicaltumors

6)睾 丸腫瘍(Table6)

睾丸腫瘍は28例 で,小 児は4例14%o,40歳 以上は11

名39%で あった.非 生殖細胞腫瘍は1例 で,こ れは悪

性 リンパ腫の串丸浸潤によるものであった.

生殖細胞腫瘍27例 の組織型をWHO分 類 に従い

Tableに 示 した.ひ とつの組織像で構成された腫瘍が

22例81%,2種 以 上 の組 織 型 がみ られ た の は5例19%

で あ った.Seminoma13例 はす べ てtypicalsemi・

nomaの 像 を 呈 して い た.年 齢別 で は30歳 以上 の 睾丸

腫 瘍16例 中13例(80%)がseminomaで あ った.逆

に,30歳 未 満 で はYo】ksactumorを 含 め 胎 児 癌 成

分 が 認 め られ た 腫瘍 が12例 中11例 と90%以 上 を 占め て



島田 ・ほか:組 織学的統計 ・悪性腫瘍 655

いた.

7)陰 茎腫瘍(Table7)

陰茎腫瘍12例 中,扁 平上皮癌11例,腺 癌1例 であっ

た.扁 平上皮癌はすべて高分化型であった。

8)「その他の腫瘍

その他の腫瘍はTabel8の ごとく,尿 道腺癌1例,

後腹膜腫瘍9例,そ の他6例 であった.

9)今 回集計 した泌尿生殖器系悪性腫瘍 の組織型を

Table9に 示 した.尿 路上皮 より発生する移行上皮癌

が46%と もっとも多く,つ いで腎細胞癌,前 立腺癌を

主とする腺癌が37%に み られた,

結 語

1973年7月 より1983年6月 までの10年 間に当科で組

織学的検索をおこなった悪性腫瘍の統計を示した.

悪性腫瘍は総手術件数のIL4%に あたっていた.部

位別では膀胱腫瘍(50%),前 立腺腫瘍(17%),腎 腫

瘍(15%),睾 丸腫瘍(6%)の 順に多 くみられた,

各腫瘍につき年齢,性 別の統計を示し,ま た組織学

的分類,組 織学的悪性度の分類もおこなった.

(1983年12月20日 受 付)




